




The archaeologist appeared in Japanese comics which are one of the contemporary 
popular cultures at many works. In the 1980s, the number of the works increased a little. 
And while the archaeologist had appeared in SF comics or occult comics at the first half, 
it becomes in the second half, an archaeologist came to appear in comics full of gags, ac-
tion comics, adventure comics, etc. Moreover, the archaeologist character of the 1980s is 
not necessarily the middle-aged man, not wore the suit, and not the stereotyped Safari 
look. Some character similar to an actual archaeologist, some character is subject to the 
influence of the movie “Indiana Jones series”, and female archaeologist character has ap-
peared. The image of archaeologist was diversified. Thus, the comics work of the 1980s in 









































































































































































































































































































































































































































































マの『 レリック・ ハンター』 シリーズ
（2000・2002年放映）や映画『トゥームレイ
ダー』シリーズ（2001・2002年公開）を彷彿
とさせるが、この作品はそれらの作品より10
年以上前の作品であり、その意味で先駆的な
漫画作品であるといえる。また、同じくアク
ション漫画では『スプリガン』（たかしげ・
皆川1991～96）の主人公御神苗優がスプリガ
ン（超古代文明を封印することを目的とする
組織の特殊工作員）という設定であり、従来
の遺跡や考古学者が登場する漫画作品とは異
なる新たな設定やストーリーが展開されてい
る。
これに対し、従来から遺跡や考古学と親和
性が高かったSF漫画作品では、まず伝奇SF
漫画作品と称される『ヤマタイカ』があげら
れる（星野1987～1991）。ここでは主人公の
アマチュア古代史家熱雷草作の他に考古学者
として西南大学考古学の教授と助手の島伊都
子が登場する。古代日本の火の民族に関する
物語であるが、火焔土器・銅鐸・遮光器土
偶・装飾古墳などが登場し、遺跡や遺物の分
布図などを示しながら邪馬台国の所在地や神
武東征にも言及した大作である。さらに、
『山の音』（とり・みき2005）もSF漫画作品
として注目される作品である。この作品は人
類学教室が舞台であるが、行方不明になった
北京原人の人骨が登場し、メガントロプスの
骨と古くから伝説となっている巨人族が関連
づけられている興味深い作品である。　
そして、1980年代末から90年代前半を代表
する考古学系の漫画作品が『MASTERキー
トン』（勝鹿・浦沢1989～93）である。主人
公の平賀＝キートン・太一は一見、さえない
中年男性であるが、オックスフォード大学卒
でロイズのオプ（調査員）、元SAS（イギリ
ス特殊空挺部隊）のサバイバル教官（マスタ
ー）という異色の経歴の持ち主である。大学
教員の妻との離婚歴があり、非常勤先の大学
では変人扱いされているが有能な考古学者で
あり、自らの経歴を生かして事件を解決する
という設定はいかにも日本人好みである。な
お、この作品はわが国の30代から40代の考古
学研究者にファンが多く、彼らが考古学を志
す契機となった漫画作品の一つである。
また、1970年代に引き続き1980年代の少女
漫画にも考古学者が登場している。高階良子
の一連の作品（高階2010）や森川久美の『イ
スタンブル物語』（森川1989）である。遺跡
が登場する少女漫画作品には、エキゾティッ
クな古代文明の魅力が描かれているが、『王
家の紋章』（細川1996）のように過去へタイ
ムスリップする展開はこうした少女漫画の特
徴の一つである。また、1980年代には実在の
考古学者トーマス・エドワード・ロレンスの
生涯を描いた『T.E.ロレンス』（神坂1985～
88）も発表され、ロレンスの生涯が丹念に描
かれている。
次に、1980年代の漫画作品に登場する考古
学者像について検討してみたい。まず、1950
～70年代の漫画作品において考古学者はその
多くが太った体型で禿げ頭、眼鏡をかけた中
年男性のイメージで描かれている。服装は当
時の学者イメージと重なるスーツ姿が多い
が、発掘現場や野外では作業着姿やサファ
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リ・ルックである（櫻井2016）。しかし、こ
れらの考古学者イメージと異なるのが、『妖
怪ハンター』シリーズの稗田礼二郎であり、
稗田は細身で肩までかかる長髪、黒いスーツ
とネクタイ姿の男性であり、考古学者という
よりは民俗学者や宗教学者のイメージである。
これに対し、1980年代の漫画作品では、手
塚治虫の「さらばアーリィ」（手塚2003）の
フー先生は太った体型で禿げ頭、口髭を生や
した人民服姿、『サイボーグ009』シリーズの
「ファラオ・ウイルス編」（石ノ森2002）のバ
ーゼル博士は眼鏡をかけ顎鬚を生やした中年
男性でともに1970年代の考古学者イメージと
変わらない。これと異なるのが長髪でスーツ
姿の『妖怪ハンター』シリーズの稗田礼二郎
であるが、稗田は「花咲爺論序説」の発掘調
査の場面では黒いスーツの上着とネクタイを
取った姿で発掘調査を行っている。さらに、
『闇の密霊師』シリーズ（芝田1985・86）の
鷲羽涼は若い男性で長髪にサングラスをかけ、
貫頭衣のような不思議な服装をしている。他
の考古学者ではエジプト調査団の田原は口髭
を生やした白衣にネクタイの男性、河野は長
髪の若い女性、吉川は長髪に口髭で作業着姿
の男性であるが、作者の芝田自身が考古学者
であることもあり、当時実際に発掘調査に従事
していた学生や考古学者のイメージに近い（註6）。
その後1980年代後半になると考古学者が登
場する漫画作品のジャンルが広がるが、その
結果考古学者の描かれ方はそれまでのステレ
オタイプ化された考古学者ではなく、実際の
考古学者に近いキャラクターと実際の考古学
者とかけ離れたキャラクターの考古学者が存
在する。例えば、前者の例として『ヤマタイ
カ』（星野1987～1991）に大学教授と助手の島
伊都子が登場するが、教授は眼鏡をかけた中
年の男性で発掘調査では作業服に帽子、首に
タオルを巻いた姿で考古学者として違和感が
ない。また、『山の音』（とり・みき2005）の
場合は考古学者というより人類学者であるが、
伏田英一（戦時中）が短髪に口髭でスーツ姿
に帽子、山下が作業着姿で眼鏡をかけた青年、
今川は痩せて眼鏡をかけ、開襟シャツを着た
中年男性であり、こちらも違和感はない。
しかし、『MASTERキートン』（勝鹿・浦沢
1989～93）の主人公キートンは細身の体型で
保険会社のオプ（調査員）の仕事もあるため
上下揃いのスーツにネクタイ姿であり、一般
的な考古学者のイメージとは異なる。その一
方で、「屋根の下の巴里」のキートンの恩師
ユーリー・スコット教授は痩せた体型で眼鏡
をかけ、スーツとネクタイ姿、「黒と白の熱
砂」と「砂漠のカーリマン」の高倉教授は細
身で眼鏡をかけた老人、山本助教授はやや丸
顔で天然パーマの髪の温和そうな人物、コリ
ンズ教授は大柄で細身、口髭を生やした老
人、ハーニー準教授は小太りで丸顔、頭は禿
げかかっており、服装は四人ともサファリ・
ルックである。これらの人物は実際の考古学
者のイメージに近い。
これに対して、1980年代後半に考古学者が
登場する新たなジャンルであるギャグ漫画や
アクション漫画では、実際の考古学者とかけ
離れたキャラクターが多い。例えば、ギャグ
漫画の『こちら葛飾区亀有公園前派出所』
（秋元1988）のドクター姫路は禿げ頭に口髭、
眼鏡をかけた男性で着物姿である。また、ア
クション漫画では『エクスプローラーウーマ
（註6） このうち、エジプト調査団関係者の男性は口髭を生やしているが、中東では髭を生やしていない
男性は一人前の男性とはみられず発掘調査にも支障をきたすため、髭を生やしている。これに対
し、国内が専門の研究者は埋蔵文化財行政に携わる公務員が多いこともあり、髭を生やしている
人は少ない。
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ン・レイ』（岡崎1989）の主人公杵築麗奈は
長髪で細身の体型であり大学ではスカート姿
の女性らしい服装であるが、遺跡では作業着
やレオタード姿で闘う考古学者である。ま
た、祖父の杵築太平洋教授は禿げ頭に口髭の
人物で作業着のような不思議なコートに帽
子、肩掛けバック姿であり、助手のロバート
も同じ服装である。さらに、同じアクション
漫画の『スプリガン』（たかしげ・皆川1991
～96）の主人公である御神苗優はスプリガン
であり考古学者ではないが、普段は革ジャン
姿の青年で戦闘時にはA・Mスーツを着てお
り、いかにもアクション漫画のキャラターで
ある。
また、少女漫画では主人公の若い考古学者
が美形に描かれていることが特徴の一つであ
る。具体的には、森川久美の『イスタンブル
物語』（森川1989）の主人公ルパートはスー
ツにネクタイ姿でやや長髪、眼鏡をかけた美
形の青年であり、神坂智子の『T. E.ロレンス』
（神坂1985～88）の主人公ロレンスも長身で
美形の男性でオックスフォード大学時代はス
ーツにネクタイ姿、発掘調査では当時の時代
背景を反映して軍服姿である。また、ホーガ
ス博士は眼鏡をかけ長い白髭をは生やした人
物、ウーリー博士は口髭をは生やした人物で
あり、二人とも大学ではスーツ姿、発掘現場
では軍服姿である。これに対して、高階良子
の「幻のビルカバンバ」および「インカ幻帝
国」（高階2010）の大橋教授は細身で眼鏡を
かけ顎鬚を生やした中年男性であり、自宅で
はポロシャツ、調査地のペルーでは作業服や
ジャケットを着ている。このように少女漫画
では主人公以外の考古学者は実際の考古学者
イメージに近いことがわかる。
4. まとめ
考古学者が登場する1980年代の漫画作品
は、その前半は基本的に1970年代までの作品
の流れを継承するものであり、手塚治虫や石
ノ森章太郎の作品、あるいは1970年代のオカ
ルトブームの影響が想定できる『妖怪ハンタ
ー』シリーズなどのオカルト漫画作品が中心
である。しかしながら1980年代の後半になる
と、新たにギャグ漫画、アクション漫画、ア
ドベンチャー漫画などに考古学者が登場する
ようになり、ジャンルの幅が広がった。これ
に対して、少女漫画は1970年代の流れを受け
継ぎながらその独特なストーリー展開や人物
の描き方がみられる作品に考古学者が登場し
ている。
考古学者の身体的特徴や服装については、
1970年代までのわが国の漫画作品に登場する
考古学者は太った体型で禿げ頭、眼鏡をかけ
たスーツ姿の中年男性という学者イメージで
あり、発掘調査などでは作業着やサファリ・
ルックで登場することが多かったが（櫻井
2016）、この傾向は1980年代になっても認め
られる。しかし、そのストーリーや人物描写
が緻密になったことに伴って、1980年代にな
るとより現実に近い考古学者の姿が描かれる
ようになってきている。その一方で1980年代
後半にはアクション漫画やアドベンチャー漫
画に考古学者が登場することによって新たな
タイプの考古学者が出現している。そこでは
遺跡や遺物の謎やミステリーが強調されると
ともにアドベンチャー的要素が強くなった結
果、現実の考古学者と遊離した考古学者が登
場するようになっている。この背景には映画
『インディ・ジョーンズ』シリーズの影響が
想定される。また、『MASTERキートン』の
ように現在の日本の考古学研究者に影響を与
97
日本の漫画作品に描かれた考古学者（2）［櫻井準也］
えた作品や『エクスプローラーウーマン・レ
イ』のように女性考古学者が主人公の作品が
登場するようになったことも1980年代の漫画
作品を語るうえで見逃せない傾向である。こ
のように、1980年代は考古学者が登場する漫
画作品やそこに描かれた考古学者像が多様化
した時期であるといえる。
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